
露頭拡大（F-6）

• F-6断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• F-6断層の走向と段丘崖の斜面の方向は，WNW-ESEで概ね一致しており，傾斜は上部で約
58°S，露頭下方に向かって緩くなり，下部で約22°Sと，円弧状の形態を呈する。

• 鉛直変位量は，約40cm南側低下である。

露頭スケッチ（F-6）

F-6

拡大範囲

露頭全景

第1.3－155図(9) 涸沼周辺の小断層(9)

③横田東方地点
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露頭拡大（F-5断層南東側）

• F-5断層南東側及びF-6断層北西側に小規模な断層が認められる。
• 小規模な断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• 見かけの鉛直変位量は約3cm～2cmの小規模な正断層で，断層面は露頭下方には連続し
ない。

露頭スケッチ（F-5断層南東側） 露頭拡大（F-6断層北西側） 露頭スケッチ（F-6断層北西側）

露頭全景

拡大範囲 拡大範囲

第1.3－155図(10) 涸沼周辺の小断層(10)

③横田東方地点
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②海老沢地点

③横田東地点

①大貫池北方地点

0 3km1 2

各露頭位置及び断層の走向（国土地理院による10mメッシュDEMに基づく段彩陰影図）と反射測線位置図

現地調査確認露頭

Line-B

Line-c

Line-3

Line-3

Line-c

凡 例

露頭位置および
断層の走向

400 反射測線および
CDP No.

この地図の作成に当たっては，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の2万5千分1地形図，空中写真，数値地

図25000(地図画像)，数値地図50mメッシュ(標高)及び基

盤地図情報を使用した。

（承認番号 平29情使、第298号）

第1.3－155図(11) 涸沼周辺の小断層(11)
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敷地周辺陸域の調査結果[反射法地震探査]

Line-Bでは，大洗研究開発センター
北部の高重力異常から敷地付近に
向って先新第三系（大洗層）の上面
が深くなっており，重力異常と調和
的である。
Line-3では，敷地西方の低重力域か
ら高重力域に向って先新第三系の上
面が浅くなっており，重力異常と調
和的である。
敷地南方及び西方に断層が認められ
るが，鮮新統の基底面は，ほぼ水平
に分布する。

反射法解釈図（Line-3）

Line-A
(17km)

Line-3
(19km)

Line-B
(13km)

重力：高

Line-C
(3km)

重力：高

大洗研究開発センター

重力：低

反射法解釈図凡例

推定地層境界

地層境界

推定断層

ボーリング

No.1

B B´
Line-3

B-1№1

反射法解釈図（Line-B）

先新第三系

中新統

鮮新統

中新統

3 3’
Line-B

B-2(GS68)GS66

更新統

鮮新統

中新統

中新統

先新第三系

A

B

C

D

0 2 4 km

3

3’

B

B´

大洗研究開発センター

大洗研究開発センター

GS66

B-2(GS68)
№1

B-1

ボーリング位置

S N

W E

第101回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合
資料1-３ 大洗研究開発センター（HTTR）敷地の地質について（コメン
ト回答）より掲載

第1.3－155図(12) 涸沼周辺の小断層(12)
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・「5万分の1地質図幅「那珂湊」 (1972) 」によると，磯崎の海岸付近に白亜系の平磯層と中新統の殿山層を境するNNW-SSE方向の断層及び白亜系～古第三系の大洗層と東側
に分布する白亜系との間にNNE-SSW方向の断層が推定されているが，いずれも上部更新統の見和層上部層に覆われるとされている。

・ 「20万分の1地質図幅「水戸」 (2001) 」にこれらの断層は図示されていない。
・日立市付近にも中新統の多賀層にNNW-SSE方向の断層が図示されている。地質断面図では，断層の両側の多賀層の上位に分布する見和層上部層には断層を挟んで分布高
度に差は認められない。

・ 上記に加えて，地形判読結果においても，周辺に広く分布するM1面にもリニアメントが判読されないことから，後期更新世以降の活動は無いと判断される。

：文献調査の対象とした図幅（5万分の1）

地質調査総合センター 「5万分の1地質図幅 那珂湊(1972)」に加筆

：文献調査の対象とした図幅（20万分の1）

東海第二発電所

水戸

白河

：5万分の1地質図幅が発行されている範囲

石岡

竹 貫

5万分の1地質図幅「那珂湊」（1972）説明書に加筆

那珂湊港

大洗層

殿山層

築港層

多賀層

見和層

平磯層

拡大範囲

磯 浜

那珂湊

凡 例

東海第二発電所

第1.3－156図(1) 那珂湊付近の断層(1)
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中田・今泉編
「活断層詳細デジタルマップ（2002）」に加筆

活断層研究会編
「新編 日本の活断層（1991）」に加筆

地質調査総合センター
「50万分の1活構造図 東京（1969）」に加筆

産業技術総合研究所
「活断層データベース（2015）」に加筆

当社の変動地形判読結果

東海第二発電所
東海第二発電所東海第二発電所東海第二発電所

磯崎
磯崎 磯崎 磯崎

日立市 日立市 日立市 日立市 日立市

磯崎

東海第二発電所

・ 「5万分の1地質図幅「那珂湊」（1972）」に示されている断層付近に活構造を指摘している文献はない。

・ 当社の地形判読の結果，上記位置に変動地形は認められない。

・ 以上のことから，当該断層を含め，付近には活構造はないものと判断される。

： 活動セグメント

凡例凡例

： 推定断層

凡例 凡例

第1.3－156図(2) 那珂湊付近の断層(2)
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・「5万分の1地質図幅 「磯浜」(1975)」によると，第四系の下位には，大洗台地では白亜系〜古第三系の大洗層，鹿島台地では中新統，東茨城台地では鮮新統が分布しており，こ
れらの地層の相互関係は不明であるが，境界に断層の存在を推定している。一方，これらの地層を覆う第四系については，「ほとんど水平に分布しており，構造的な変形は受けて
いない」とされている。

・「20万分の1地質図幅 「水戸」(2001)」にこれらの断層は図示されていない。
・上記に加えて，地形判読結果においても，周辺に広く分布するM1面にもリニアメントが判読されず，また地表地質調査等の結果においてもM1段丘堆積物の基底面がほぼ水平に
分布していることから，後期更新世以降の活動は無いと判断される。

：文献調査の対象とした図幅（5万分の1）

地質調査総合センター
「5万分の1地質図幅 磯浜(1975)」に加筆

：文献調査の対象とした図幅（20万分の1）

：5万分の1地質図幅が発行されている範囲

東海第二発電所

水戸

白河

石岡

竹 貫

拡大範囲
磯 浜

那珂湊

磯浜図幅説明書（1975） より抜粋

A

B B’

東
茨
城
台
地

東
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城
台
地

鹿
島
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地

第1.3－157図 大洗町付近の断層
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